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／
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／
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の
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裂
／
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独
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／
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／
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／
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／
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叛
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／
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／
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／
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叛
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／
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／
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／
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／
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／
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／
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第
一
章　

中
世
の
北
奥
と
南
部
氏
の
系
譜

北
奥
の
行
政
構
造

　

南な
ん

部ぶ

信の
ぶ

直な
お

は
南な
ん

部ぶ

家け

第
二
十
六
代
で
、
南
部
家
の
中
興
の
祖
、
そ
し
て
近
世
南
部
藩
の
祖
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
支
配
し
た
地
域
は
現
在
の
盛
岡
（
当
時
不こ

来ず

方か
た

）
か
ら
以
北
、
青
森
県
全
体
に
お
よ
ん
で
い
る
。
こ
の
地
域
を
本

書
で
は
北ほ
く

奥お
う

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
の
中
に
、
南
部
家
の
始
祖
と
い
わ
れ
る
人
の
支
配
地
（
糠ぬ

か

部の
ぶ

）
も
津
軽
も
含
ま

れ
て
い
る
。

　

糠
部
地
方
の
支
配
者
と
な
っ
た
南
部
光み
つ

行ゆ
き

は
鎌
倉
幕
府
の
御
家
人
で
あ
り
、
甲
斐
国
南
部
庄
の
住
人
で
、
加か

賀が

美み

氏

な
ど
と
同
族
で
あ
っ
た
。
光
行
は
、『
吾あ

妻づ
ま

鏡か
が
み

』
に
よ
る
と
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
の
奥
州
平ひ
ら

泉い
ず
み

の
藤ふ
じ

原わ
ら
の

泰や
す

衡ひ
ら

討

伐
軍
に
参
加
し
て
お
り
、
以
来
、
頼よ
り

朝と
も

の
家
人
と
し
て
各
地
で
活
動
し
て
い
る
。

　

南
部
家
の
後
年
の
記
録
に
よ
る
と
、光
行
が
泰
衡
討
伐
の
勲
功
に
よ
っ
て
糠
部
五
郡
を
も
ら
っ
た
と
称
し
て
い
る
が
、

確
証
は
な
い
。
糠
部
は
当
時
、
郡
で
あ
り
、
糠
部
五
郡
と
い
う
表
示
は
き
わ
め
て
曖あ
い

昧ま
い

で
あ
る
。
学
者
は
五
郡
を
い
ろ

い
ろ
比
定
す
る
け
れ
ど
も
、
表
現
そ
の
も
の
に
す
で
に
問
題
が
あ
る
。
糠
部
は
牧
場
政
策
の
立
場
か
ら
九
つ
の
部
に
分

け
ら
れ
、
そ
れ
を
、
一
戸
・
二
戸
・
三
戸
・
四
戸
・
五
戸
・
六
戸
・
七
戸
・
八
戸
・
九
戸
と
し
、
一
つ
の
部
に
一
つ
の

牧
場
を
設
定
し
た
。
そ
れ
に
牧
士
を
配
し
、
牧
士
に
牧
士
田
を
支
給
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
糠
部
郡
の
内
五
つ

の
部
を
支
給
し
た
と
解
す
れ
ば
、
当
時
の
実
情
に
合
う
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
糠
部
郡
に
は
津
軽
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
話
を
進
め
る
う
え
で
た
し
か
め
て
お

い
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
う
。
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
の
北き
た

畠ば
た
け

顕あ
き

家い
え

の
国こ
く

宣せ
ん

に
よ
る
と
、

　
　
　
　

花
押
（
北
畠
顕
家
）

陸
奥
国
津
軽
鼻
和
郡

0

0

0

0

0

絹
家
嶋
、
尻
引
郷
、
片
野
辺
郷
、
糠
部
郡

0

0

0

宇
曾
利
郷
、
中
浜
御
牧
湊
以
下　

同
西
浜
（
除
安

藤
次
郎
太
郎
後
家
賢
戒
知
行
分
開
阿
曾
米
村
）
地
頭
代
職
の
事

　
　
　

右
、
安
藤
五
郎
太
郎
高
季
の
先
例
を
守
り
、
領
掌
せ
し
む
べ
き
の
状
、
仰
せ
の
所
件
の
如
し
。

と
あ
り
、
津
軽
と
糠
部
を
明
瞭
に
区
別
し
て
い
る
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
津
軽
の
中
に
は
四
郡
が
成
立
し
て
い
る
の
に

対
し
て
、
糠
部
の
中
に
は
久く

慈じ

郡
（
現
在
の
久
慈
市
）
が
成
立
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　

江え

刺さ
し・

胆い

沢さ
わ・

気け

仙せ
ん・

磐い
わ

井い

地
方
に
は
郷
の
他
に
庄
が
あ
り
、元
亀
三
年（
一
五
七
二
）の
伊だ

達て

輝て
る

宗む
ね

の
安あ
ん

堵ど

状じ
ょ
う

に
は「
上

長
井
庄
藤
い
つ
み
」
な
ど
が
見
え
、
陸
前
高
田
市
（
旧
気
仙
郡
小
友
村
）
華
蔵
寺
所
蔵
の
応
永
八
年
（
一
四
〇
一
）
八
月

十
二
日
の
寄
進
状
に
は
、
磐
井
郡
大
原
庄
が
見
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
岩
手
郡
以
北
に
は
庄
と
い
う
行
政
呼
称
は
見

え
ず
、
遠と
お

野の

に
保
が
あ
る
程
度
で
、
他
は
す
べ
て
郷
・
村
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
糠
部
と
津
軽
と
で
は
行
政
区
画

が
基
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
同
じ
陸
奥
国
で
あ
り
な
が
ら
、
津
軽
は
陸
奥
国
の
津
軽
と
し
て
区
画
し
、
そ
の
中
に
平ひ
ら

賀が

・
鼻は
な

和わ

・
田い
な
か舎
・
山や
ま

辺べ

の
三
郡
が
あ
り
、
そ
の
下
に
郷
が
あ
っ
て
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
い
く
つ
か
の
村
が
で
き
て
い

る
。
こ
の
構
造
は
、
出
羽
国
秋
田
地
方
も
同
じ
よ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
糠
部
の
ほ
う
は
糠
部
郡
と
久
慈
郡
の
二
つ
で
、
糠
部
郡
に
は
そ
の
下
に
東
西
南
北
の
四
つ
の
門か
ど

が
あ
り
、
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そ
の
下
に
村
が
あ
っ
て
、
そ
れ
と
は
別
に
一
戸

か
ら
九
戸
ま
で
の
部
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
下

に
村
が
あ
る
。
ま
た
、
戸
と
は
別
に
郷
が
あ

り
、
そ
の
下
に
村
を
配
す
る
も
の
と
混
合
し
て

い
る
。

　

門

―
村
、
戸

―
村
と
郷

―
村
と
の
関

係
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か

で
な
い
。
門

―
村
、
戸

―
村
が
他
地
方
の

庄

―
村
に
相
当
す
る
も
の
か
も
、
今
の
と
こ

ろ
は
っ
き
り
し
な
い
。
た
だ
、
こ
の
地
方
に
は

郷

―
村
は
あ
る
が
、庄

―
名
は
見
え
な
い
。

吉
田
東
伍
博
士
は
、
こ
の
地
方
の
行
政
区
を
郡

―
門

―
戸

―
村
の
構
造
と
し
、
牧
畜
制

度
に
由
来
し
た
特
殊
な
行
政
区
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
中
世
社
会
の
進
行
か
ら
見
る
と
、

門

―
村
、
戸

―
村
、
郷

―
村
の
三
態
が

見
ら
れ
、
必
ず
し
も
、
門

―
戸

―
村
の
構

造
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
同
じ

陸
奥
国
に
あ
り
な
が
ら
、
糠
部
と
津
軽
と
は
著

し
く
村
落
構
造
を
異
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
結

局
、
中
世
に
お
け
る
領
主
と
そ
の
開
発
の
差
に

よ
る
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
。

　

陸
奥
国
は
最
初
、
津
軽
と
糠
部
と
の
二
つ
に

分
か
れ
た
。津
軽
に
は
四
郡
が
成
立
し
た
の
で
、

津
軽
と
い
う
名
称
は
、
陸
奥
国
と
郡
と
の
中
間

的
区
域
名
と
な
っ
た
の
に
対
し
、
糠
部
の
ほ
う

は
そ
の
中
に
牧
畜
を
大
規
模
に
行
い
、
九
つ
の

部
制
を
実
施
す
る
。
し
か
し
、
中
世
社
会
の
進

表
１　

北
奥
地
区
郡
郷
村
制
表　

岩
手
県
中
世
文
書

年　
　

号

地 

域

郡

門

郷

戸

村

正
安　

三
年

糠
部

東

種
市

〃

〃

西

中
野

〃

〃

北

八
戸

是
河
岩
淵

〃

〃

五
戸

楢
崎

〃

〃

三
戸

鮭
越

元
弘　

三
年

〃

糠
部

九
戸

建
武　

元
年

〃

一
戸

〃

〃

八
戸

〃

〃

三
戸

〃

〃

南

〃

〃

七
戸

〃

久
慈

中
里

建
武　

二
年

糠
部

七
戸

野
辺
地

〃

〃

宇
曾
利

中
湊
・
牧
湊
・

西
浜

建
保　

七
年

平
賀

岩
楯

承
久　

四
年

津
軽

〃

平
賀

貞
応　

二
年

〃

〃

本
郷

村
々

嘉
禄　

二
年

〃

〃

乳
井

仁
治　

三
年

〃

〃

大
平
賀

新
屋
・
長
峯

嘉
元　

三
年

〃

〃

な
か
の
ま
ち
井

沼
館

元
弘　

四
年

〃

〃

大
光
寺
楯

建
武　

元
年

〃

〃

岩
楯

〃

〃

〃

上
柏
木

〃

〃

山
辺

二
想
志

〃

〃

田
舎

上
冬
居

建
武　

二
年

〃

鼻
和

目
谷

〃

〃

〃

絹
家
嶋
・
片
野

辺
・
尻
引

〃

〃

平
賀

法
師
脇

沼
楯

興
国　

六
年

〃

鼻
和

摩
禰
午

〃

津
賀
路

〃

大
浦

〃

〃

田
舎

安
庶
子

康
平　

四
年

陸
奥

山
辺

亀
山

貞
和　

三
年

津
軽

平
賀

柏
木

暦
応　

四
年

〃

加
土
計

正
平
十
五
年

〃

田
舎

冬
井
・
日
野
間
・

外
浜
・
野
尻

〃

〃

黒
石

行
中
に
郡
と
し
て
昇
華
せ
ず
、
門
制
も
戸
制
も
完
成
せ
ず
に
近
世
社
会
に
移
行
し
、
太た
い

閤こ
う

検け
ん

地ち

に
よ
っ
て
村
を
行
政
単

位
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
門
制
・
戸
制
の
中
か
ら
開
発
の
程
度
に
し
た
が
っ
て
、
門
制
か
ら
北
門
が
北
郡
と
な
り
、

戸
制
か
ら
は
三
戸
・
九
戸
が
郡
と
な
っ
た
。
他
は
新
郡
制
下
に
編
入
さ
れ
、
近
世
の
郡
制
、
す
な
わ
ち
、
三
戸
・
九
戸
・

二
戸
・
北
の
四
郡
の
成
立
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
二
者
は
、
室
町
末
期
ま
で
ほ
と
ん
ど
独
立
し
た
領
主
権
を
も
っ
て
い
た
が
、
後
者
は
信
直
時
代
に
南
部
総
本
家

に
併
合
さ
れ
て
一
支
藩
と
な
り
、
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
に
遠
野
に
転
封
さ
れ
、
廃
藩
ま
で
同
地
に
い
た
の
で
、
人

呼
ん
で
こ
れ
を
遠
野
南
部
と
称
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
信
直
の
子
利と
し

直な
お

の
時
代
の
こ
と
で
、
信
直
時
代
に
は
八
戸
を

拠
点
と
し
て
本
家
以
上
の
勢
力
を
張
っ
て
い
た
時
代
が
あ
り
、
八
戸
南
部
と
称
し
て
い
た
。

　

そ
の
た
め
本
書
で
は
、
た
だ
南
部
と
い
っ
た
と
き
に
は
後
の
盛
岡
南
部
（
三
戸
を
拠
点
と
し
た
の
で
三
戸
南
部
と
も
い

う
）
を
さ
し
、
師
行
の
系
統
の
南
部
氏
を
さ
す
と
き
に
は
、
と
く
に
八
戸
南
部
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。
し
か
し
、
寛

文
五
年
（
一
六
六
五
）
に
盛
岡
南
部
が
分
裂
し
て
、
新
た
に
二
万
石
の
八
戸
藩
が
成
立
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
と
紛
ら

わ
し
い
と
き
に
は
新
八
戸
藩
を
後ご

南な
ん

部ぶ

と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

南
部
氏
が
糠
部
郡
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど
う
も
釈
然
と
し
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、
南
部
家
の
所
伝
で
は
、
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
の
藤
原
泰
衡
討
伐
軍
に
参
加
し
、
そ
の
功
に
よ
っ
て
糠
部
五
郡

を
も
ら
っ
た
と
い
っ
て
い
る
が
、そ
れ
を
証
す
る
根
本
資
料
は
一
つ
も
な
い
。
同
事
件
の
第
一
資
料
で
あ
る
『
吾
妻
鏡
』

に
も
、
光
行
が
討
伐
に
参
加
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
糠
部
を
も
ら
っ
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
根
本
資

料
で
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
葛か

西さ
い

清き
よ

重し
げ

が
勲
功
の
賞
と
し
て
奥お
う

羽う

総そ
う

奉ぶ

行ぎ
ょ
う

と
な
り
、
平
泉
に
駐
屯
し
た
こ
と
、

工
藤
小
次
郎
行ゆ
き

光み
つ

が
岩
手
郡
を
も
ら
っ
た
こ
と
く
ら
い
で
あ
る
。

　

承
久
の
乱
（
一
二
二
一
）
の
尾
張
の
会
戦
に
、
北
条
軍
と
し
て
参
加
し
た
御
家
人
の
中
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
笠
原
次
郎
長
清　
　

父
子
八
人

二
流
に
分
か
れ
た
南
部
氏
の
系
譜

　

同
地
を
舞
台
と
し
て
活
躍
す
る
南
部
氏
の
正
体
は
、
ま

だ
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
信
直
が
活
躍
す
る
時

期
に
は
、
二
つ
の
系
統
の
南
部
氏
が
い
た
。
南
部
家
の
総

本
家
と
称
す
る
光
行
の
系
統
と
、
そ
れ
か
ら
分
派
し
て
吉

野
朝
期
に
活
躍
し
た
南
部
師も
ろ

行ゆ
き

の
系
統
で
あ
る
。

光
行

行
朝

高
信

晴
政

晴
継

安
信

（
20
代
略
）

実

（
八
戸
南
部
祖
）
長

実
光

系図１　南部氏略系図

信
直

利
直

政
信

師
行

政
栄

直
栄

（
13
代
略
）

（2 代略）

武
田
五
郎
信
光　
　
　

父
子
七
人

な
こ
の
太
郎
、
河
内
太
郎
、
二
宮
太
郎
、
閉
伊
三
郎
、
加
賀
美
五
郎
、
秋

山
太
郎
、
兄
弟
三
人
、
浅
利
太
郎
、

南
部
太
郎
、
轟
木
次
郎
、
逸
見
入
道
、
小
山
左
衛
門
尉

の
ほ
か
十
八
名
が
見
え
る
が
、南
部
家
の
直
系
に
は
太
郎
と
称
す
る
者
は
な
く
、

祖
光
行
以
来
、
二
郎
あ
る
い
は
三
郎
を
通
称
と
し
て
い
る
。
し
い
て
捜
す
と
、

光
行
の
庶し
ょ

子し

、
長
男
行ゆ
き

朝と
も

は
太
郎
と
称
し
、
庶
子
の
た
め
別
家
を
た
て
て
糠
部

郡
一
戸
を
領
し
た
と
あ
り
、
時
代
的
に
は
一
致
す
る
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
『
吾
妻
鏡
』
に
よ
る
と
、
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
五
月
と
六
月
に
官
軍
と
対

抗
す
る
た
め
上
洛
し
た
鎌
倉
軍
の
中
に
、
奥
羽
在
住
の
諸
士
が
多
く
見
え
る
。

「
陸
奥
六
郎
有あ
り

時と
き

、
南
條
七
郎
、
安
東
藤
内
左
衛
門
尉
、
伊
具
太
郎
、
横
溝
五
郎
、

安
藤
左
近
将
監
、
阿あ

曾そ

沼ぬ
ま

次
郎
親ち
か

綱つ
な

、
成
田
五
郎
、
奈
良
兵
衛
尉
、
曾
我
太
郎
、

南部光行の墓（右手前）　岩手県盛岡市・聖寿寺



13 12

第一章　中世の北奥と南部氏の系譜

戸
に
工
藤
左
衛
門
入
道
、
北
郡
の
宇
曾
利
に
秋
田
城
之
介
の
分
地
、
志
和
郡
に
斯
波
・
川
村
、
和
賀
郡
に
和
賀
一

族
、
稗
貫
郡
に
稗
貫
一
族

が
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
八
戸
南
部
の
祖
師
行
が
、
国こ
く

司し

北
畠
顕
家
の
目も
く

代だ
い

と
し
て
糠
部
を
支
配
す
る
ま
で
は
、

糠
部
郡
内
に
南
部
氏
の
所
領
は
見
え
な
い
。
お
そ
ら
く
、
南
部
氏
が
糠
部
郡
内
に
所
領
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
三
月
十
日
に
、
北
畠
顕
家
が
尾
張
弾
正
左
衛
門
尉
に
命
じ
て
、
外
浜
内
摩
部
郷
、
泉
田
・
湖
方
・

中
沢
・
真
板
・
佐
比
内
・
中
目
な
ど
を
師
行
お
よ
び
そ
の
一
族
に
給
与
し
た
の
が
初
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
族
の
中
に
、

本
家
筋
の
南
部
氏
も
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
こ
の
頃
、
南
部
の
一
族
が
ど
の
く
ら
い
い
た
か
と
い
う

こ
と
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
紀
州
熊
野
の
「
米め

良ら

文
書
」
の
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）
十
二
月
九
日
付
の
文
書
に
、

ぬ（

糠

部

）

か
の
ふ
の
内
、
九
か
ん
の
へ（
戸
）
よ
り
ま
ゐ
り
候
。
た
ん
な
は
み
な
〳
〵
当
坊
へ
参
る
べ
く
候
。
又
一
の
へ（
戸
）
の

い（

一

方

井

）

つ
か
た
い
の
中
務
殿
も
御
参
詣
候
。

と
あ
り
、
南
部
信
直
の
母
の
出
た
一い
つ

方か
た

井い

氏
が
、
す
で
に
吉
野
朝
期
に
一
戸
の
豪
族
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

同
じ
文
書
の
天
文
七
年
（
一
五
三
八
）
七
月
十
一
日
付
の
も
の
に
は
、

　
　
　
　

奥
州
一
戸
住
人

安
倍
丹
後
守
、
工
藤
名
宮
如
、
と
き
名
宮
如

南
部
与
九
郎
、
畠
山
式
部
、
工
藤
弥
八

お
い
田
大
炊
助
、
先
達
、
京
今
熊
野
ぶ
せ
ん

と
あ
り
、
こ
の
う
ち
南
部
与
九
郎
を
長
牛
与
九
郎
政ま
さ

武た
け

に
比
定
す
る
と
、
与
九
郎
は
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
に
秋

田
愛ち
か

季す
え

と
の
戦
い
で
戦
死
し
て
い
る
。
畠
山
式
部
は
浄じ
ょ
う

法ぼ
う

寺じ

村
に
い
た
畠
山
氏
で
、
後
の
浄
法
寺
修
理
の
先
祖
と
推

定
さ
れ
る
。
お
い

0

0

田
大
炊
助
を
太
田
大
炊
助
と
す
れ
ば
、
康
正
年
中
（
一
四
五
五
～
五
七
）
の
蛎か
き

崎ざ
き

蔵く
ろ

人う
ど

事
件
（
後
述
）

の
功
労
者
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
言
い
方
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
と
、
南
部
家
の
古
記
録
は
第
二
十
四
代
晴は
る

政ま
さ

の
代
、

天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
に
三
戸
城
が
放
火
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
一
切
の
古
記
録
を
焼
失
し
た
と
い
わ
れ
、
さ
ら
に
寛

阿
曾
沼
六
郎
太
郎
、
安あ

保ぼ

刑
部
丞
実さ
ね

光み
つ

、
安
東
平
次
郎
兵
衛
尉
」
が

こ
れ
で
、
鎌
倉
中
期
の
奥
羽
に
配
置
さ
れ
た
鎌
倉
御
家
人
の
名
が
知

ら
れ
る
。
こ
の
人
々
が
だ
い
た
い
吉
野
朝
期
ま
で
つ
づ
き
、
建
武
の

改
革
を
め
ぐ
っ
て
南
北
両
党
に
分
か
れ
て
紛
争
し
て
い
る
。
そ
の
紛

争
に
現
わ
れ
て
く
る
人
々
を
現
存
す
る
根
本
資
料
の
み
か
ら
確
認
す

る
と
、津

軽
に
曾
我
、
比
内
に
浅
利
、
秋
田
に
秋
田
、
五
戸
に
三
浦
、

八
戸
に
工
藤
三
郎
兵
衛
尉
、
三
戸
に
横
溝
新
五
郎
入
道
、
糠
部

郡
南
門
に
横
溝
六
郎
三
郎
入
道
浄
内
、七
戸
に
工
藤
右
近
将
監
、

三
戸
に
会
田
四
郎
三
郎
、
九
戸
に
北
条
氏
一
族
、
久
慈
郡
に
信

濃
前
司
入
道
行
珍
、
閉
伊
郡
大
沢
に
石
見
左
近
大
夫
、
宮
古
に

閉
伊
十
郎
左
衛
門
光
頼
、
遠
野
に
阿
曾
沼
下
野
権
守
朝
綱
、
一
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